
仮説検定の考え⽅



記述統計と推測統計
´ 記述統計
得られたデータの特徴を捉える
・値を求める
（平均値，標準偏差，相関係数…）

・可視化する
（ヒストグラム，箱ひげ図，散布図…）

´ 推測統計
⺟集団から得られた⼀部のデータ（標本）から，
⺟集団の⺟数（⺟平均，⺟⽐率…）を推測する
・仮説検定：データから主張を吟味する
・点推定：⼀つの値で⺟数を推定する
・区間推定：区間で⺟数を推定する
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´ 1つのコインでコイントス
10回の結果（表が8回出た）
表，表，裏，表，表，
表，裏，表，表，表

ü この結果について計算してみよう
表の割合は0.8 裏の割合は0.2（記述統計）

ü 表が出やすいって⾔っていい？（仮説検定）
ü このコインの表が出る⽐率は0.8？（点推定）
ü 10回の結果でどこまでわかる？（区間推定）
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基本的な仮説検定の考え⽅（１）
´ 仮説検定の⼿順
（step.1）問題の明確化
・帰無仮説，対⽴仮説を⽴てる

（step.2）主張を認める基準
・有意⽔準を決める

（step.3）確率に基づく判断の構築
・棄却域を求める

（step.4）調査結果からの判断
棄却域に⼊った⇒帰無仮説を棄却する
棄却域に⼊らない⇒帰無仮説を棄却しない

3

´ 1つのコインでコイントス
10回の結果（表が8回出た）
表，表，裏，表，表，
表，裏，表，表，表

´ 表が出やすいって⾔っていい？（仮説検定）
ü 主張「表が出やすいコインである」
ü 10回中8回くらい表がでることはよくある？
ü どのくらい表が出たら「表が出やすいコイ
ン」って⾔っていいの？

ü 統計学を⽤いたら100%わかるの？



基本的な仮説検定の考え⽅（２）
（step.1）問題の明確化
´ 帰無仮説（無に帰したい仮説）

H0： p = 0.5 （本来，p = 0.5 である）
´ 対⽴仮説（主張したい仮説）

H1： p > 0.5 （ p > 0.5 ではないか？）

帰無仮説は p = で書きます
あることが p = 0.8 で⽣じると⾔われていて，
このことに疑問を抱き，もっと⼤きい（⼩さ
い）のでは？と思うなら次のようになります．

H0： p = 0.8 
H1： p > 0.8   (p < 0.8 )
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´ 1つのコインでコイントス
10回の結果（表が8回出た）
表，表，裏，表，表，
表，裏，表，表，表

´ 主張「表が出やすいコインである」
正確に書くと，
「本来，コインの表の出る確率 pは 0.5 である
にもかかわらず，0.5 より⼤きいコインでは
ないか？」

⇒

「本来，p = 0.5 であるにもかかわらず，
p > 0.5 ではないか？」



基本的な仮説検定の考え⽅（３）
（step.2）主張を認める基準
´ 有意⽔準
たとえば，有意⽔準を 5%とする．
＝帰無仮説が正しいという下で，5%以下で
しか起こらない“稀なことが起こった”
と判断する基準

⇒対⽴仮説が正しいと考える⽅が合理的！

調査前に決めておくことが重要
後だしジャンケンはダメ

⼀般には5%が多いです．1%，10%でも構い
ません．どの程度が“稀なこと”なのかは分
野やデータの種類によって変わります．
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´ コインの表の出る確率 p = 0.5とすると，
10回のうち表が8回出る確率は？ 4.4%

10回のうち表が8回以上出る確率は？ 5.5%

※めったに起こらなことを考えるときは，実際に起
こったことより稀なことを考えます．

´ 5.5%の確率のことが起こった！
5.5%なら，表が出やすいコインである！
or

5.5%は，表が出やすいとは⾔えない？

表（回） 5 6 7 8 9 10
確率 0.246 0.205 0.117 0.044 0.010 0.001



基本的な仮説検定の考え⽅（４）
（step.4）調査結果からの判断
´ 判断
・棄却域に⼊らない⇒帰無仮説を棄却しない
・棄却域に⼊った⇒帰無仮説を棄却する
⇒対⽴仮説を認める

10回中，表が8回出た⇒棄却域に⼊らない
⇒帰無仮説を棄却しない
⇒「表が出やすいコインである」とは⾔え
ない

“棄却する”と有意⽔準5%で
「表が出やすいコインである」と⾔える 6

´ 今までのことを踏まえて，10回中何回以上，
表が出たら“稀なことが起こった”と判断する
のが良いでしょうか？

（step.3）確率に基づく判断の構築
´ 棄却域

=“稀なことが起
こった”と考え
る領域
有意⽔準を満た
すように求める

8回以上 5.5% > 5%

9回以上 1.1% < 5%

表（回） 5 6 7 8 9 10
確率 0.246 0.205 0.117 0.044 0.010 0.001



仮説検定のまとめ
´ 有意⽔準の意味
・有意⽔準は帰無仮説が正しいにもかかわら
ず，帰無仮説を棄却してしまう確率の上限
です．（後述のP値を参照）

・このように棄却しても（対⽴仮説を認めて
も），帰無仮説が正しい可能性はまだ残っ
ています．（後述の第⼀種の過誤を参照）

・仮説検定を⽤いても，100%正しいことは⾔
えません．

帰無仮説を認めること，証明するこ
とはできません

例えば，データから H0： p = 0.5 は証明できま
せん
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´ 仮説検定の⼿順（再掲）
（step.1）帰無仮説，対⽴仮説を⽴てる
（step.2）有意⽔準を決める
（step.3）棄却域を求める
（step.4）調査結果からの判断
棄却域に⼊った⇒帰無仮説を棄却する
棄却域に⼊らない⇒帰無仮説を棄却しない

´ 仮説検定の解釈の注意
帰無仮説を棄却する
⇒有意⽔準の下で，対⽴仮説を認める

帰無仮説を棄却しない
⇒帰無仮説を認めるのではない



仮説検定のシミュレーション
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´ 仮説検定の⼿順
（step.1）
帰無仮説
H0： p = 0.5 （本来，p = 0.5 である）
対⽴仮説
H1： p > 0.5 （ p > 0.5 ではないか？）

（step.2）有意⽔準 5%とする
（step.3）棄却域 9回以上 1.1% < 5%

（step.4）10回のコイントス
9回以上⇒帰無仮説を棄却する
8回以下⇒帰無仮説を棄却しない
表（回） 5 6 7 8 9 10
確率 0.246 0.205 0.117 0.044 0.010 0.001
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